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日ノ浦あじさいまつり
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４
月
19
日
、
料
亭
「
三
秀
」
で
行
わ
れ

た
「
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
総
会
で
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
事
業
で
も
あ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
20
年
度
に
越
知
町
内
で

ス
ポ
ー
ツ
に
顕
著
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、

団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

優
秀
賞

（
空
手
道
部
連
盟
）

　
麻
田
　
千
明 

（
佐
川
町
）

（
越
知
町
少
年
柔
道
部
高
学
年
女
子
）

　
藤
原
　
千
波 

（
越
知
小
）

　
藤
原
　
七
海 

（
大
崎
小
）

　
伊
藤
　
光
里 

（
越
知
小
）

（
さ
く
ら
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

　
戸
田
　
千
聖 

（
越
知
小
）

（
小
学
生
バ
レ
ー
）

　
越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
連
盟
）

　
越
知
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

敢
闘
賞

（
空
手
道
連
盟
少
年
部
）

　
田
村
慎
太
郎 

（
佐
川
小
）

　
戸
梶
　
純    

（
佐
川
小
）

　
小
田
　
優
人 

（
佐
川
小
）

（
少
学
生
野
球
）

　
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
虹
色
の
さ
と
横

畠
」
（
代
表
　
大
原
泰
生
）
主
催
の
茶
摘

み
＆
山
菜
採
り
ツ
ア
ー
が
横
畠
地
区
で
５

月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
横
畠
の
自
然
の
豊

か
さ
の
P
R
と
地
域
内
外
の
人
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
町
内

外
か
ら
、
約
40
人
が
参
加
、
こ
の
日
の
た

め
に
手
入
れ
し
て
き
た
茶
畑
で
手
摘
み
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
摘
ん
だ
茶
葉
を
横
畠
小
学
校

で
、
煎
る
・
揉
む
・
干
す
の
一
連
の
作
業

を
行
い
、
参
加
者
は
「
自
然
の
中
で
茶
摘

み
が
で
き
て
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
」
、

「
お
茶
の
香
り
が
と
て
も
い
い
に
お
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
は
ぜ
ん
ま
い
の
煮
物
や
イ
タ
ド
リ

の
お
し
ら
え
な
ど
、
地
元
で
採
れ
た
山
菜

料
理
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
の
山
菜
採
り
で
は
、
畑
一
面

に
な
っ
て
い
る
ワ
ラ
ビ
や
イ
タ
ド
リ
に
参

加
者
た
ち
は
「
あ
っ
た
〜
！
お
っ
！
こ
っ

ち
も
あ
る
よ
〜
」
と
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、

手
渡
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
次
々
と
山
菜

を
採
っ
て
い
ま
し
た
。

 

「
虹
色
の
さ
と
横
畠
」
代
表
の
大
原
泰

生
さ
ん
は
、
「
雨
に
な
ら
ず
に
開
催
で
き

て
と
て
も
う
れ
し
い
。
参
加
者
と
ス
タ
ッ

フ
が
協
同
で
楽
し
そ
う
に
作
業
を
し
て
い

る
の
を
見
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
参
加
者
と
の
心
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
表
彰
式

自
然
の
中
で
茶
摘
み
と
山
菜
採
り
体
験

ま・ち・の・話・題
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〜
『
土
佐
桜
』
石
灰
岩
石
切
り
場

へ
の
道
つ
く
り
を
行
い
ま
し
た
〜

　
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
友
の

会
で
は
、
５
月
10
日
の
「
地
質
の

日
」
に
合
わ
せ
た
活
動
と
し
て
、

昨
年
10
月
に
整
備
に
取
り
か
か
っ

た
横
倉
山
の
『
土
佐
桜
』石
灰
岩

採
石
跡
地
へ
の
”道
つ
く
り
“
を

行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
14
人
が
倒
木
な
ど
を
利

用
し
た
土
止
め
や
階
段
を
つ
く
り
、

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
歩
き
や

す
い
道
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

横
倉
山
の
石
灰
岩
を
資
源
と
し
て

切
り
出
し
て
い
た
「
石
切
り
場
」

は
生
活
文
化
で
あ
り
、
町
の
歴
史

を
語
る
大
切
な
遺
産
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

 

『
仁
淀
川
・
四
国
カ
ル
ス
ト
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
』
が
１
月

21
日
に
発
足
し
、
「
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
（
地
質
遺
産
）
」
へ
の
認
定

を
目
指
し
た
活
動
を
始
め
た
越
知

町
で
す
が
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ

で
も
『
日
本
の
地
質
百
選
』
に
認

定
さ
れ
た
横
倉
山
と
そ
こ
に
根
ざ

し
た
自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、
教
育
や
地

域
の
活
性
化
に
役
立
て
る
活
動
を

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
６
月
に
は
、
山
の
ホ
タ
ル

”ヒ
メ
ボ
タ
ル
“
の
観
察
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

　
T
E
L
２
６
―
１
０
６
０

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
し
て

　
４
月
29
日
に
、
野
老
山
地
区
（
本

村
）
の
住
民
や
消
防
団
員
に
よ
る

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
休
日
の
朝
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
区
ぐ
る
み
の
呼
び
か

け
な
ど
に
よ
り
、
約
30
人
も
の
参

加
者
が
集
い
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
野
老
山
分
団
の
協

力
と
指
導
の
も
と
、
消
火
栓
に
よ

る
放
水
訓
練
と
、
昨
年
、
整
備
し

た
救
出
・
救
助
用
資
機
材
の
タ
ン

カ
を
利
用
し
て
、
傷
病
者
搬
送
訓

練
を
参
加
者
全
員
が
熱
心
に
実
施

し
ま
し
た
。

備
え
は
日
頃
か
ら
！

『
本
村
・
頭
白
自
主
防
災
組
織
』

ま・ち・の・話・題

　
４
月
22
日
に
高
知
県
立
県
民
体

育
館
に
お
い
て
、
平
成
21
年
度
高

知
県
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
で
、
消
防
団
員
の
妻

と
し
て
永
年
に
わ
た
り
、
夫
を
支

え
て
き
た
内
助
の
功
が
認
め
ら
れ
、

斎
藤
ち
え
か
さ
ん
（
夫
・
斎
藤
豊

勝
さ
ん
）
に
高
知
県
知
事
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
ま
す
。

夫
を
支
え
続
け
て

消
防
団
員
内
助
功
労
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現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
毎
年
６
月
中
に
【
児

童
手
当
現
況
届
】
の
提
出
が
必
ず

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
て
い
た
だ

い
て
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

●
厚
生
年
金
等
に
加
入
の
方
は
、

受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

（
ま
た
は
、年
金
加
入
証
明
書
）

●
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
越

知
町
外
に
住
所
を
お
か
れ
て
い
た

方
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
が

発
行
す
る
児
童
手
当
用
の
所
得
証

明
書

　
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
況
届
の
提
出
が
な
い

場
合
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

は
届
が
あ
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
児
童
手
当
担
当

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

児
童
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
の

　
　
　
　
受
給
更
新
申
請
は
6
月
中
に
！

情　報　広　場

　
７
月
１
日
よ
り
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
助
成
の
受
給
者
証
が
更

新
さ
れ
ま
す
。

　
今
、
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
６

月
末
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
い
て
受
給

者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

更
新
期
間
中
に
更
新
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
受
給
者

証
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
、
受
給

対
象
者
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認

を
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

【
助
成
の
対
象
】

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
者
は
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
（
前
年
度
所
得
）
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
（
兄
姉
、

祖
父
母
含
み
ま
す
）
お
よ
び
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
で
す
。

【
助
成
の
内
容
】

　
受
給
資
格
を
得
る
と
、
病
院
等

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
自
己
負

担
分
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
で
あ
っ
て
も
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
被
保
険
者
証
（
受
給
者
全
員
の

保
険
証
）

・
印
鑑

・
古
い
受
給
者
証
（
ピ
ン
ク
色
・

更
新
の
方
の
み
）

【
受
付
期
間
】

・
６
月
19
日
（
金
）
〜

　
７
月
１
日
（
水
）

・
新
た
に
助
成
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
は
い
つ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

※
こ
の
期
間
内
に
更
新
申
請
さ
れ

な
い
と
受
給
開
始
月
が
遅
れ
ま

す
◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
母
子
福
祉
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

ね
ん
き
ん
定
期
便
（
現
役
加
入
者
あ
て
）
が

送
付
さ
れ
ま
す

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
４
月
よ
り
、

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
現
役
加

入
者
の
皆
さ
ま
に
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
を
毎
年
誕
生
月
に
お
送
り

い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
大
切
な

年
金
記
録
を
正
し
い
も
の
と
す
る

た
め
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
確

認
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
送
付
対
象
者
　

①
現
に
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年

金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
方

②
60
歳
未
満
の
共
済
組
合
加
入
者

の
う
ち
、
過
去
に
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
保
険
等
の
加
入
期
間

が
あ
る
方

③
60
歳
未
満
の
基
礎
年
金
番
号
を

有
す
る
方
で
、
制
度
未
適
用
と

な
っ
て
い
る
方

○
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
内
容

①
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
（
未

納
期
間
を
除
く
）

②
年
金
見
込
み
額

・
50
歳
以
上
の
方
は
、
将
来
の
年

金
見
込
額

・
50
歳
未
満
の
方
は
、
こ
れ
ま
で

の
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
額

③
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

④
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
月
別
状

況
（
厚
生
年
金
加
入
中
の
標
準

報
酬
月
額
・
賞
与
額
等
）

⑤
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
状
況

等
○
年
金
加
入
記
録
回
答
票

　
内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、
も
れ

や
誤
り
が
あ
る
場
合
は
同
封
の
回

答
票
に
て
、回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
の
ね
ん
き
ん
特
別

便
に
回
答
の
な
か
っ
た
方
、
58
歳

到
達
年
度
の
方
、
標
準
報
酬
月
額

に
極
端
な
増
減
の
あ
る
方
に
は
オ

レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
送
ら
れ
、
必

ず
回
答
し
て
い
た
だ
く
様
式
と
な

っ
て
い
ま
す
。

○
年
金
受
給
者
の
方

　
本
年
中
に
厚
生
年
金
受
給
者
の

方
へ
「
標
準
報
酬
の
お
知
ら
せ
」

の
送
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

※
ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
は
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｉ
Ｐ
電
話
（
ひ
か
り
電
話
な
ど
）・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
０
３
―
６
７
０
０

―
１
１
４
４
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
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１０月から、住民税の年金からの
引き落とし（特別徴収制度）が始まります

　10月から、公的年金に係る所得に対する個人住民税のお支払い方法が変わります。 

　公的年金を受給されていて、個人住民税の納税義務のある方は、現在、役場、銀行等に出向き、窓口で個人

住民税をお支払いいただいていますが、今回の制度導入により、個人住民税が公的年金から特別徴収（天引き）

されることとなります。 

　この制度は、個人住民税のお支払い方法を変更するものであり、これによ

り新たな負担は生じません。 

　なお、特別徴収（天引き）の開始は、10月支給分の年金からとなります。

そのため、21年度の税額の半分については、平成21年６月および８月に普通

徴収（納税通知書により支払う方法）により納めていただくことになります。 

　また、年金所得以外の所得に係る個人住民税及び対象とならない方の個人

住民税については、従来どおりの方法によりお支払いいただくことになります。

◆お問い合わせ先　税務課町民税係　ＴＥＬ２６－１３８３

○対象となる方
平成21年４月１日現在で 

・年齢が65歳以上の公的年金受給者で、前年中の年金所得に係る個人住民税の納税義務のある方で、か

つ年額18万円以上の老齢基礎年金または老齢年金、退職年金等を受給している方です。

　ただし、以下の方については、対象となりません。

◆ 介護保険料が年金から引き落としされていない方

◆ 引き落とされる住民税額が老齢基礎年金等の額を超える方など

○対象となる税額 
　厚生年金、共済年金、企業年金などを含むすべての公的年金等に係る所得額に応じた税額が特別徴収

（天引き）の対象となります。 

　ただし、その税額は、老齢基礎年金または老齢年金、退職年金等から特別徴収（天引き）されます（い

わゆる２階・３階部分の年金からは特別徴収されません）。 

○実施時期
10月支給分の年金から

　個人住民税の公的年金からの特別徴収制度では、受給者が支払うべき個人住民税を社会保険庁などの

「年金保険者」が市町村へ直接納め、受給者には、年金から個人住民税を差し引いた差額が支払われる

こととなります。納税のために金融機関へ出向いたり、現金を用意する必要がありません。

65歳以上の公的年金受給者で、個人住民税を納税されている方へのお知らせです

新たな税負担が生じるものではありません
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電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間
　
6
月
1
日
〜
１０
日

　
皆
さ
ん
は
不
法
電
波
に
悩
ま
さ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
電

波
利
用
が
増
大
す
る
中
で
、
依
然

と
し
て
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ

な
ど
に
よ
る
電
波
障
害
が
後
を
絶

た
ず
、
特
に
最
近
は
消
防
・
救
急

無
線
、
航
空
無
線
な
ど
に
妨
害
を

与
え
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
妨
害

か
ら
放
送
受
信
者
や
電
波
利
用
者

を
保
護
し
、
良
好
な
電
波
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
省
四
国
総
合
通
信
局

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
９
―
９
３
６
―
５
０
５
１

不
法
電
波
は
、

許
さ
ん
！

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
に
つ
い
て

情　報　広　場

　
毎
年
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
満

（
８
年
間
）
と
な
っ
て
お
り
、
正

し
く
検
針
を
す
る
た
め
に
、
８
年

ご
と
に
交
換
し
て
い
ま
す
。
毎
年

対
象
が
約
２
０
０
件
あ
る
た
め
、

個
々
に
は
連
絡
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
水
道
メ
ー
タ
ー

交
換
は
、
次
の
指
定
業
者
が
行
い

ま
す
。

【
指
定
業
者
】

【
こ
ん
な
時
に
は
届
け
を
お
願
い
し

ま
す
】

・
新
築
な
ど
に
よ
り
水
道
を
新
し

く
引
く
と
き

・
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き

・
水
道
の
使
用
者
の
名
義
が
か
わ

る
と
き

・
引
っ
越
し
す
る
と
き

【
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
】

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
・

自
転
車
や
物
を
置
か
な
い
で
く

だ
さ
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
、

い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う

・
犬
は
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ

た
場
所
に
つ
な
い
で
お
い
て
く

だ
さ
い
。

・
検
針
は
、
毎
月
20
日
前
後
に

２
〜
３
日
間
か
け
て
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
水
道
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

国道33号大雨時の通行止め協力のお願い

業　　者　　名  

㈲西商店  

㈲三宮商事  

㈱越知清掃設備  

山本設備工業  

岡村電設  

 植 水道設備配管工事店  

電話番号 

26-0213 

26-0221 

26-1263 

26-2192 

26-2196 

26-2225 

　次の区間は大雨の場合、落石や土砂崩れの恐れがありますので全面通行止めとなります。全面通行止め時に

はこの区間内へ外部からの進入ができません。通行止めの解除は、雨がやんでから２時間以上経過し、パトロー

ルにより安全を確認した後となります。ただし、夜間は十分な安全確認ができませんので、翌朝にパトロール

を行い安全を確認した後で解除になります。

　万一の被害を未然に防止するため、皆様のご協力をお願いします。

【全面通行止めとなる区間】
越知町横倉～仁淀川町森山（20.3km）
仁淀川町森山～久万高原町中津（6.7km）
久万高原町中津～久万高原町柳井川（6.1km）
【全面通行止めとなる条件】
連続雨量250ｍｍ

◆道路情報のお問い合わせ先

　国道33号　　　　　　　佐川国道維持出張所　ＴＥＬ２２－１０２２

　国道32・33・55・56号　土佐国道事務所　　　ＴＥＬ０８８－８８４－０３５９

　上記以外の国道・県道　高知県土木部道路課　ＴＥＬ０８８－８２３－１１１１

【迂回路について】
国土交通省が指定する迂回路はありません。
他の道路も大雨のため、落石や土砂崩れの
危険性もありますので、道路情報を確認し
てください。
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越
知
町
で
は
、
次
の
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
】

・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

・
保
健
師

【
募
集
人
員
】
各
１
名
程
度

【
資
格
】
保
健
師
、
看
護
師
、
介

護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
い

ず
れ
か
の
有
資
格
者

【
業
務
内
容
】

・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務

・
介
護
認
定
調
査

・
特
定
保
健
指
導
等

【
賃
金
・
休
日
】

　
定
数
外
職
員
取
扱
規
程
に
よ
る

【
採
用
期
間
】
７
月
１
日
〜
１
年

間
（
１
回
の
任
用
は
６
カ
月
を
限

度
と
す
る
）

【
受
付
期
間
】
６
月
１
日
〜
25
日

【
応
募
方
法
】

　
履
歴
書
を
越
知
町
役
場
住
民
課

に
提
出
し
て
く
だ
い
。

【
任
用
決
定
】

　
書
類
選
考
等
に
て
決
定

○
決
定
に
つ
い
て
は
、
後
日
電
話

に
て
連
絡
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

越
知
町

臨
時
職
員
募
集

情　報　広　場

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　
次
の
と
お
り
狩
猟
免
許
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
被
害
に
お
困
り
の
農
林

業
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
方
々
の
受
験
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
試
験
を
実
施
す
る
免
許
の
種
類

お
よ
び
日
時
】

第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟

８
月
31
日
（
月
）
午
前
10
時
30
分

わ
な
猟
・
網
猟

９
月
１
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分

【
会
場
】

県
立
ふ
く
し
交
流
プ
ラ
ザ

（
高
知
市
朝
倉
戊
３
７
５
―
１
）

【
受
験
料
】

初
　
心
　
者
　
５,
２
０
０
円

一
部
免
除
者
　
３,
９
０
０
円

【
申
請
書
配
布
場
所
】

高
知
県
庁
鳥
獣
対
策
課

越
知
地
区
猟
友
会

【
申
請
方
法
】

郵
送
ま
た
は
持
参

【
申
請
受
付
】

各
試
験
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に

高
知
県
庁
鳥
獣
対
策
課
必
着

【
そ
の
他
】

高
知
県
猟
友
会
（
０
８
８
―
８
２

３
―
１
０
３
６
）
に
よ
る
事
前
講

習
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
庁
鳥
獣
対
策
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
３
―
９
０
３
９

　
越
知
町
産
業
建
設
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

　
越
知
地
区
猟
友
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
５
１
５

   

お
知
ら
せ

ト
ラ
バ
サ
ミ
は
使
用
禁
止
！

　
ト
ラ
バ
サ
ミ
を
使
用
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
19

年
に
法
律
が
改
正
さ
れ
て
、す
べ

て
の
ト
ラ
バ
サ
ミ
が
使
用
禁
止
に

な
り
ま
し
た
。
ト
ラ
バ
サ
ミ
を
使

用
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

”乳
が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
“

日
本
人
女
性
に
急
増
し
て
い
る
乳
が
ん

　
乳
が
ん
は
も
と
も
と
欧
米
人
に

多
く
、
日
本
人
に
は
少
な
い
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
日

本
人
女
性
の
間
で
も
急
増
し
て
い

ま
す
。
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
食
生
活
が
脂
肪
分
の
多
い

欧
米
的
な
も
の
に
変
わ
っ
て
き
た

こ
と
で
す
。
ま
た
、
晩
婚
化
、
少

子
化
な
ど
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変

化
で
、
日
本
人
女
性
の
ホ
ル
モ
ン

バ
ラ
ン
ス
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
も
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
乳
が
ん
が
一
番
多
く
見
ら
れ
る

の
は
、
40
歳
代
か
ら
50
歳
代
に
か

け
て
で
す
が
、
30
歳
代
を
過
ぎ
た

こ
ろ
か
ら
急
に
増
え
始
め
る
の
で
、

30
歳
以
上
の
人
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
が
早
期
発
見
の

カ
ギ
】

　
他
の
が
ん
に
比
べ
る
と
、
乳
が

ん
は
体
表
に
近
い
と
こ
ろ
に
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
自
分
で
気
づ
き

や
す
く
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
治

り
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
症
状
は
、
乳
房
の
し
こ
り
、
ひ

き
つ
れ
、
乳
頭
か
ら
の
分
泌
物
な

ど
で
す
。
触
っ
て
わ
か
る
も
の
で

す
の
で
、
定
期
的
に
月
１
回
は
自

己
検
診
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
人
は
要
注
意

○
動
物
性
脂
肪
の
多
い
も
の
を
好

む
○
祖
母
や
母
親
、
姉
妹
な
ど
、
近

親
者
に
乳
が
ん
の
人
が
い
る

○
出
産
経
験
が
な
い
人
、
あ
る
い

は
初
産
年
齢
が
30
歳
の
人

○
初
経
年
齢
が
、
早
く
閉
経
年
齢

が
遅
い

○
40
歳
以
上
で
あ
る

○
乳
腺
疾
患
の
既
往
が
あ
る

早
期
発
見
の
た
め
に

○
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

イ
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
越
知

町
で
も
毎
年
乳
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
隔
年
に
て
の
検
診
で
す
が
、
積

極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
気
に
な
る
症
状
が
見
ら
れ
た
人

は
、
乳
腺
の
専
門
医
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

保健師
だより
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越知小学校「総合学習の取り組み」の紹介
　沈下橋のかかる清流仁淀川のほとり、威容を誇る横倉山のふも

と近くに越知小学校はあります。

　本年度は児童数２７６人、１４学級編成、教職員は３０人です。

　本校沿革史をたどってみると、開校は、明治８年であり、創立１３４

年という歴史があります。越知村尋常小学校と呼ばれた初期のころ

から、昭和１６年には越知町国民学校、昭和２０年には越知町立越知

小学校と名前がうつり変わりました。町内の少子化・過疎化によって、

各地域で愛され続けてきた小学校が、残念ながら次々に休廃校とな

り越知小学校に統合され現在に至っています。

　越知小学校は美しい自然環境に恵まれているところから、総合学

習においても、そのフィールドを十分に生かした総合学習が計画され

ています。今回はそれを少し紹介します。

めざすもの
地域の人たちとのつながりを深め、
学び・知り・伝え合い・ふるさと
越知を見つめながら学習をすすめる

つけたい力
課題発見力・問題解決力（収集・選択）
コミュニケーション力・表現力

６年　生き方を考える　自然・いのち・歴史
　　  ＜ヒロシマから・横倉＞

５年　地域・人との出会いから学ぶ
　　  ＜米作りについて学ぼう＞

４年　仁淀川を通して学ぶ　自然・人・環境
　　  ＜仁淀川たんけん＞

３年　越知町に学ぶ
　　 見て・聞いて・考える

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐

待
な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

　
昼
間
　
T
E
L
２
６
―
３
４
０
０

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　
夜
間
　
T
E
L
２
０
―
０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所
　
　
　
　

　
T
E
L
０
８
８
―
８
６
６
―
６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　

　
T
E
L
０
８
８
―
８
６
６
―
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　

　
T
E
L
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L
０
８
８
―
８
３
３
―
２
９
２
２

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
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本
校
で
は
、
徒
歩
通
学
、
自
転
車
通
学
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
の
方
法
で
生
徒
は
登

下
校
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
自
転

車
通
学
が
一
番
多
く
、
ま
た
、
普
段
の
生

活
の
中
で
も
自
転
車
に
乗
る
機
会
が
中
学

生
は
多
く
な
り
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
毎
年
、１
年
生
に
自
転
車

の
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
気
を
付
け

て
乗
る
よ
う
に
佐
川
警
察
署
に
お
願
い
し

て「
交
通
安
全
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
30
日
に
１
年
生
の
交
通
安
全
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
い
き
な
り
、
警
察
署
の

方
か
ら
「
中
学
生
に
ま
で
な
っ
て
、
ど
う

し
て
自
転
車
の
乗
り
方
を
習
わ
ん
と
い
か

ん
が
や
ろ
う
？
と
み
ん
な
思
う
ち
ゅ
う
ろ

う
？
」
と
問
わ
れ
ま
し
た
。「
た
っ
た
一
つ

し
か
な
い
命
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
ル

ー
ル
を
知
り
、
正
し
く
自
転
車
に
乗
る
こ

と
が
重
要
」
と
佐
川
警
察
署
の
常
石
さ
ん

と
岡
本
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
と
か
く
、
慣
れ
て
く
る
と
ル
ー
ル
無
視

で
乱
暴
な
自
転
車
の
運
転
に
な
り
が
ち
で

す
。
交
通
ル
ー
ル
の
分
か
ら
な
い
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
生
徒
や
、

徒
歩
通
学
の
生
徒
に
と
っ
て
も
日
ご
ろ
の

交
通
マ
ナ
ー
を
振
り
返
る
い
い
機
会
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

〜
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
学
び
あ
い
〜

「
再
発
見
！
高
岡
」

　
子
ど
も
た
ち
の
合
唱
、
ダ
ン
ス
、
伝
統

芸
能
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
ま
た
研
究

発
表
の
展
示
、
お
昼
に
は
地
場
産
品
の
販

売
等
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
す
。
食
事
コ
ー
ナ
ー
も
構
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
・
会
場
】

須
崎
市
立
市
民
文
化
会
館

６
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

【
越
知
町
か
ら
の
参
加
団
体
】

○
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
越
知
小
学
校
の
仁
淀
川
調
べ
に
つ
い
て

○
販
売
コ
ー
ナ
ー

　
越
知
町
国
際
交
流
協
会

 

（
韓
国
料
理
）

　
野
老
山
お
と
な
の
学
校

 

（
ケ
ン
ピ
・
手
芸
品
等
）

※
販
売
時
間
は
午
前
11
時
15
分
〜

　
午
後
１
時
30
分
（
売
切
御
免
）

【
主
催
】

高
岡
地
区
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
他

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

「
交
通
安
全
教
室 

実
施
」 

越
知
中
学
校

２
０
０
９
年
高
岡
教
育
総
合
フ
ェ
ス
タ
の
ご
案
内
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本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
火
災
が
多
発
す
る
時
季
は
過
ぎ

ま
し
た
が
、
油
断
は
禁
物
で
い
つ

火
災
が
発
生
す
る
か
は
誰
に
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
火
災
に
な
ら
な
い

よ
う
火
の
元
に
は
十
分
注
意
す
る

と
と
も
に
、
早
め
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
火
災
か
ら
命
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

　
火
災
が
発
生
し
一
番
怖
い
の
は

煙
で
す
。
煙
の
中
に
は
、
一
酸
化

炭
素
や
塩
素
ガ
ス
な
ど
の
有
毒
ガ

ス
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
死
に
至

っ
た
り
、
身
体
が
マ
ヒ
し
動
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
炎
に
ま
か

れ
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
就
寝
中
に
発
生
し
た
火
災
に
気

づ
く
の
が
遅
れ
て
し
ま
い
亡
く
な

る
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。
煙
は

命
を
脅
か
す
怖
い
も
の
で
す
が
、

火
災
の
初
期
に
は
煙
が
発
生
し
ま

す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
早
く

火
災
の
発
生
を
知
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
大
切
な

”命
“
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

【
施
行
日
】

○
新
築
住
宅

　
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

　
設
置
義
務

○
既
存
住
宅

　
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に

　
設
置
が
必
要
で
す
。

【
設
置
場
所
】

　
す
べ
て
の
就
寝
の
用
（
寝
室
）

に
供
す
る
居
室
が
対
象
で
す
。

○
平
屋
建
の
場
合
・
・
寝
室
の
み

に
設
置
。

○
２
階
建
住
宅
の
場
合
・
・
２
階

に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
寝
室

と
２
階
の
階
段
に
設
置
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
概
要
】

○
煙
式
で
、
天
井
ま
た
は
壁
に
取

り
付
け
ら
れ
、
音
声
や
警
報
音

で
火
災
を
知
ら
せ
ま
す
。

○
電
池
タ
イ
プ
と
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

※
購
入
す
る
と
き
は
、
日
本
消
防

検
定
協
会
の
鑑
定
合
格
証
が
付

い
て
い
る
も
の
が
安
心
で
す
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
場
所
】

　
消
防
用
設
備
取
扱
店
や
電
気
店

ま
た
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。

※
消
防
署
が
斡
旋
、
販
売
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪

問
販
売
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
吾
北
消
防
本
部
予
防
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
１
１

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

 
（
全
国
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
―
５
６
５
―
９
１
１

煙
の
怖
さ
・
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
に
つ
い
て

消
防
署

だ
よ
り

ヒューヒュー
ヒュー

火事です！火
事です！



ソ
ン
　
　
ソ
ン
ジ
ョ
ン

火 予 定

｜広報おち｜6月号｜１2｜

国
際
交
流
協
会

語
学
教
室
の
案
内

平
成
21
年
度

国
際
交
流
協
会
事
業
案
内

国
際
交
流
協
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

 

「
ふ
ん
！
け
ん
ど
、こ
れ
で
借
金
が
チ

ャ
ラ
に
は
な
ら
ん
で
！
許
す
わ
け
に
は

い
か
ん
！
地
球
に
戻
っ
た
ら
、絶
対
お

金
を
返
し
て
も
ら
う
ぞ
！
牧
野
！！
」

う
は
は
、こ
れ
、私
の
決
め
台
詞
！

　
皆
さ
ん「
G
E
N
K
I
青
年
団
」っ

て
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
？
高
知
県

内
の
国
際
交
流
員（
C
I
R
）や
外
国

語
指
導
助
手（
A
L
T
）た
ち
を
中

心
と
し
た
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
、そ
の
主
な
活
動
と
し
て
毎
年
4

月
、西
は
宿
毛
、東
は
室
戸
の
県
内
９

カ
所
で「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
土
佐
弁
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年

高
知
新
聞
や
テ
レ
ビ
局
か
ら
取
材
を

受
け
て
い
る
の
で
、既
に
ご
存
じ
の
方

も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い

ま
す
が
。

　
こ
の
土
佐
弁
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
、私

も
越
知
町
A
L
T
の
リ
サ
ち
ゃ
ん
も
、

去
年
か
ら
参
加
し
て
い
る
ん
で
す
。
去

年
は
坂
本
龍
馬
、そ
し
て
今
年
は
牧

野
博
士
を
主
人
公
と
し
た
お
話
で
、

今
年
の
私
の
役
は
な
ん
と
、泣
く
子
も

黙
る「
借
金
取
り
」
！！
し
か
も
こ
の
私
、

二
人
の
た
く
ま
し
い
子
分
に
愛
さ
れ

て
い
る
女
ボ
ス
な
ん
で
す
よ
！！（
・・・
本

人
は
美
女
設
定
の
つ
も
り（
笑
））

　

　
ち
な
み
に
リ
サ
ち
ゃ
ん
の
役
は
…
雑

草
＆
牧
野
の
子
供
！（
笑
）（
リ
サ
ち
ゃ

ん
の
雑
草
ダ
ン
ス
は
一
番
セ
ク
シ
ー
で
し

た
！
　
）

　
去
年
と
今
年
、私
に
と
っ
て
は
と
て

も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
人
と
す
ご
く

仲
良
く
な
り
、い
ろ
ん
な
価
値
観
に
も

触
れ
て
、そ
し
て
高
知
の
こ
と
も
一
層

理
解
で
き
る
楽
し
い
経
験
で
し
た
。
3

カ
月
近
く
続
い
た
厳
し
い
練
習
も
、合

宿
も
、県
内
あ
ち
こ
ち
を
訪
問
す
る

ツ
ア
ー
も
楽
し
か
っ
た
し
、何
よ
り
観

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
高
知
の
方
々
に
と

て
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
が
、

皆
に
と
っ
て
何
よ
り
嬉
し
い
経
験
に
な

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
来
年
も
で
き
れ
ば
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
年
見
逃

し
た
方
、是
非
来
年
、ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
！

【
英
会
話
教
室
】

講
師

越
知
町
外
国
語
指
導
助
手
　

A
d
r
i
e
n
n
e
 
L
i
s
a
 

M
i
y
a
m
o
t
o

場
所
　
本
の
森
図
書
館
３
Ｆ

コ
ー
ス
・
時
間

初
級

　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
６
時
〜
午
後
７
時

中
級

　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時

上
級

　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
８
時
〜
午
後
９
時
30
分

【
韓
国
語
・

韓
国
文
化
教
室
】

講
師

国
際
交
流
員
　
孫
　
仙
正

場
所
　
町
民
会
館

コ
ー
ス
・
時
間
　

ス
ー
パ
ー
初
級

　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
４
時
〜

ち
ょ
び
っ
と
中
級

　
毎
週
火
曜
日
　
午
後
７
時
〜

こ
じ
ゃ
ん
と
中
級

　
毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
O
I
E
A

　（
越
知
国
際
交
流
協
会
）事
務
局

　
教
育
委
員
会

　
担
当
　
河
添
、
孫
（
ソ
ン
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
２

土
佐
弁
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
終
え
て

国
際
交
流
員
　
孫
　
仙
正この二人が私の可愛い子分！

牧
野
博
士
を
脅
し
て
い
る
私
♪

アンニョン
ハセヨ～！
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松
山
街
道
（
三
）

大
原
純
一

　
堂
岡
尋
常
高
等
小
学
校
は
数
多

く
の
卒
業
生
を
見
送
っ
て
幾
星
霜
、

そ
の
役
割
を
終
え
た
の
は
昭
和
四

十
四
（
一
九
六
九
）
年
の
事
で
あ

っ
た
。
関
係
者
の
方
々
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
終
に
七
十
三
年
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
た
の
で
あ
る
。

　
校
門
入
口
に
建
つ
昭
和
五
十
七
（
一

九
八
二
）
年
の
記
念
碑
に
は

堂
岡
校
址

思
い
出
の
恩
師
よ
　
懐
か
し
の
友

よ
　
今
い
づ
こ

　
と
呼
び
か
け
る
言
葉
が
刻
ま
れ

て
お
り
、
訪
れ
る
関
係
者
に
と
っ

て
は
ま
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の
が

あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
地
に
は
、

か
つ
て
大
明
神
社
が
在
っ
た
こ
と

が
『
地
検
帳
』
に
載
っ
て
お
り
、

時
代
は
下
っ
て
『
州
郡
志
』
に
も

詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
州
郡
志
』
に

　
大
明
神
社

在
堂
之
岡
村
九
月
十
九
日
祭
里

人
曰
此
社
元
禄
年
中
改
作
及
毀

舊
社
小
蛇
頂
有
環
文
長
尺
二
三

寸
許
出
自
社
内
里
人
以
為
神
載

以
木
板
置
之
於
假
置
社
之
處
後

六
七
日
後
行
見
之
猶
在
其
處
云

　
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
年

間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
に

再
興
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
小
蛇
の
頭
に
環
が
あ
り
、
六
、

七
日
過
ぎ
て
も
同
じ
場
所
に
い
た

こ
と
を
も
っ
て
里
人
が
神
様
と
崇

め
て
い
た
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
南
路
志
』
の
文
化
年
間
に

は
三
次
大
明
神
と
呼
称
さ
れ
、
上

の
宮
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
の

神
社
は
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）

年
郷
社
で
あ
る
仁
井
田
五
所
神
社

に
合
祭
さ
れ
て
い
る
。

　
旧
堂
岡
尋
常
高
等
小
学
校
と
別
れ
、

カ
ラ
谷
を
渡
る
と
分
岐
と
な
り
左

手
が
後
山
道
で
あ
る
。
分
岐
か
ら

後
山
道
に
そ
っ
て
少
し
上
っ
た
場

所
に
自
由
民
権
運
動
華
や
か
な
り

し
頃
、
医
者
で
あ
る
秦
　
魯
男
は

明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
五
月
、

自
由
民
権
運
動
の
活
動
拠
点
と
し

て
こ
こ
に
『
嶺
陽
社
』
を
設
立
し
、

積
極
的
に
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

僻
村
と
い
わ
れ
た
横
畠
村
に
も
自

由
民
権
運
動
の
波
が
押
し
寄
せ
て

き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
は
ま
た
明
治
の
初
め
頃
、

後
山
小
学
校
が
あ
っ
た
場
所
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
の
す
ぐ

上
に
は
『
呼
石
』
と
呼
ば
れ
る
字

が
残
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
在
っ
た

石
の
上
か
ら
上
の
後
山
の
者
を
呼

ん
だ
場
所
と
い
う
。
戦
後
し
ば
ら

く
し
て
畑
を
作
る
の
に
邪
魔
に
な

る
と
の
こ
と
で
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で

破
砕
さ
れ
、
今
は
畑
の
中
に
小
石

を
残
す
の
み
で
あ
る
。

　
ま
た
堂
岡
は
街
道
筋
で
あ
る
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た
こ
こ
が

焼
坂
道
の
起
点
で
あ
る
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
医
者
が

開
業
し
て
い
た
記
録
が
あ
り『
村
誌
』

に
よ
る
と
村
内
で
五
軒
も
開
業
（
明

治
十
二
年
調
べ
）
し
て
お
り
、
共

に
洋
医
学
で
あ
る
。

　
藩
政
後
期
の
医
者
で
あ
る
山
崎

宗
全
は
当
時
流
行
っ
て
い
た
証
拠

に
「
堂
岡
で
流
行
る
は
宗
全
坊
」

と
い
う
戯
れ
歌
が
明
治
時
代
に
な

っ
て
も
な
お
残
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　
当
時
の
街
道
は
小
さ
な
尾
根
を

迂
回
す
る
が
、
現
在
尾
根
中
央
部

は
車
道
（
県
道
）
で
切
断
さ
れ
、

街
道
で
あ
っ
た
尾
根
先
端
部
は
倉

庫
と
畑
に
変
貌
し
て
い
る
。
現
在

こ
こ
に
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年

の
見
渡
地
蔵
（
石
像
）
が
安
置
さ

れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
こ
の
下

の
河
原
に
近
い
場
所
に
在
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
山
崎
正
盛
の

供
養
地
蔵
で
三
十
九
歳
で
亡
く
な

っ
て
お
り
、
川
の
事
故
で
亡
く
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
歩
き
の
人
は
尾
根
を
横
切
る
近

道
が
あ
る
。
こ
の
尾
根
の
一
段
上

っ
た
場
所
に
堂
岡
の
名
前
の
起
こ

り
で
あ
る
堂
岡
寺
が
か
つ
て
在
り
、

坊
さ
ん
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
『
地

検
帳
』
に
載
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

村
の
名
前
は
『
ケ
ゴ
ヤ
ノ
村
』
で

ま
だ
堂
岡
村
は
成
立
し
て
い
な
い
。

　
前
述
の
車
道
造
成
時
、
五
輪
塔

が
数
個
出
土
し
て
お
り
、
堂
岡
寺

に
関
連
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
時
代
は
下
っ
て
『
州
郡
志
』
の

時
代
に
な
る
と
堂
之
岡
村
と
な
り
、

寺
は
廃
寺
と
な
っ
て
阿
弥
陀
堂
に

な
っ
て
い
る
。

　
阿
弥
陀
堂
　
在
堂
之
岡
村

　
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
南
路
志
』
に
は

　
阿
弥
陀
　
堂
ノ
岡
　
脇
士
薬
師
、

観
音
　
と
あ
る
。
明
治
初
年
、
後

山
小
学
校
は
当
初
こ
こ
に
在
っ
て
、

そ
の
後
、
秦
　
魯
男
の
屋
敷
に
移

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
現

地
に
は
民
家
が
建
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
を
過
ぎ
、
下
の
谷
を
渡
り
、

右
に
曲
が
る
と
道
の
下
の
役
場
跡
（
明

治
二
十
二
『
一
八
八
九
』
年
頃
）

に
も
民
家
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
民

家
の
前
の
田
圃
に
戦
時
中
松
根
油

乾
溜
釜
が
据
え
ら
れ
、
松
根
油
を

採
油
し
て
い
た
。

　
堂
岡
集
会
所
の
手
前
に
鳥
居
が

あ
り
、
参
道
が
右
下
に
延
び
て
い
る
。

前
述
の
上
の
宮
に
対
す
る
下
の
宮

で
あ
る
。
『
南
路
志
』
に

　
仁
井
田
大
明
神
　
堂
ノ
岡
下

ノ
宮
　
正
体
木
像
　
祭
礼
九
月

十
五
日
　
同
書
曰
舊
祠
臨
川
寛

文
六
年
大
水
祠
宇
漂
流
時
、
御

幣
掛
於
社
樹
之
最
高
樹
濁
不
流
。

此
固
非
餘
波
之
所
及
、
夫
神
之

霊
豈
可
渡
哉
。
○
社
記
曰
　
先

年
ハ
下
段
ニ
有
之
処
、
寛
文
六

年
宮
流
御
幣
宮
木
の
上
ニ
掛
り

有
之
、
依
右
幣
を
正
体
と
す
。

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
仁
井
田
大

明
神
と
呼
ば
れ
て
い
た
神
仏
混
淆

の
時
代
に
は
、
御
正
体
と
し
て
木

像
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
下
の
段
に

宮
が
在
っ
た
寛
文
六
（
一
六
六
六
）

年
の
大
水
で
宮
が
流
さ
れ
た
時
に

は
御
幣
が
宮
の
木
に
掛
か
っ
て
残
り
、

そ
れ
か
ら
こ
の
御
幣
を
御
正
体
と

し
た
い
き
さ
つ
が
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
境
内
に
は
町
指
定
文
化
財
で

あ
る
イ
チ
イ
ガ
シ
が
あ
り
、
北
株

南
株
と
も
に
推
定
樹
齢
は
四
〇
〇

年
で
あ
る
。
（
続
）

ふ
る
さ
と
の
道

越
知
史
談
会
No.3

つ
い

あ
が

み 

つ
ぎ

か
み

う
し
ろ
や
ま

お

は
た  

き    

ろ

う

れ
い
よ
う
し
ゃ

は    

や

し
も

か
み

ざ

よ
び 

い
し

二

ノ

ス

ツ
二

リ
ナ
ル

ス
ル
ニ

リ

ト

レ

レ

レ

二

二

二

チ

二

二

二

一

一

一

ヲ

ヲ

テ

レ
バ

ヲ

リ
二

ク

ノ

一

レ

二

二

二

ル

ヲ

一

一

一

し
ょ
う
こ
ん
ゆ

し
も

こ
ん
こ
う

み
し
ょ
う
た
い

ムレレレ

二

二

一

一
レ

レ

レ

ル

之

之

ノ
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日
本
特
産
種
で
、
和
名:｢

姫
蛍｣

で
、｢

姫｣

が
”小
さ
い
“を
意
味
し
、

”
小
さ
め
の
ホ
タ
ル
“
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
体
長:

６
〜
９
　
で
、
日
本
を

代
表
す
る
ホ
タ
ル
で
あ
る
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
で
12
〜
18
　
、
ヘ
イ
ケ
ボ

タ
ル
で
７
〜
10
　
な
の
で
、
一
回

り
小
さ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
も
、
他
の
ホ
タ
ル
は
メ
ス
が
大

き
い
の
に
対
し
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
は

メ
ス
が
小
さ
く
体
の
幅
が
広
く
、

ま
た
、
メ
ス
は
後
翅
が
短
く
退
化

し
て
い
る
た
め
飛
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
メ
ス
の
分
布

地
の
移
動
性
は
小
さ
く
、
毎
年
限

ら
れ
た
場
所
で
繁
殖
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
よ
り
遺
伝
的
特
性
や
体
長

の
差
な
ど
が
著
し
く
、
比
較
的
大

型
の
も
の
が
分
布
す
る
地
域
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　
分
布
は
、
本
州
・
四
国
・
九
州
、

屋
久
島
で
、
山
地
の
杉
林
、
ヒ
ノ
キ

林
、
竹
林
な
ど
に
生
息
し
ま
す
。
幼

虫
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
と
は
異
な
り
陸
生
で
、
腐
葉
土
を

エ
サ
と
す
る
オ
カ
チ
ョ
ウ
ジ
ガ
イ
や

ベ
ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ
、
キ
セ
ル
ガ
イ

な
ど
の
小
型
の
陸
産
貝
を
食
べ
て
成

長
し
ま
す
。
横
倉
山
に
も
何
種
類
か

の
キ
セ
ル
ガ
イ
が
、
主
と
し
て
石
灰

岩
地
に
生
息
し
て
お
り
、
ヒ
メ
ボ
タ

ル
の
幼
虫
の
エ
サ
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
と

同
じ
「
完
全
変
態
」
を
し
、
卵
か
ら

か
え
っ
た
幼
虫
は
脱
皮
を
何
度
か
繰

り
返
し
サ
ナ
ギ
に
な
り
、
そ
の
後
成

虫
に
な
り
ま
す
。
幼
虫
期
間
は
約
２

年
間
で
、
サ
ナ
ギ
に
な
る
直
前
の
幼

虫
は
土
に
潜
り
、｢

土
繭｣

を
作
り
、

そ
の
中
で
サ
ナ
ギ
に
な
り
ま
す
。
約

１
カ
月
で
羽
化
し
ま
す
が
、
成
虫
の

寿
命
は
、
オ
ス
で
７
日
、
メ
ス
で
わ

ず
か
２
〜
３
日
で
す
。

　
発
光
は
、
オ
ス
が
飛
翔
し
な
が

ら
ス
ト
ロ
ボ
の
よ
う
に
０
・
５
〜

１
秒
間
隔
で
１
回
規
則
的
に
小
刻

み
に
点
滅
す
る
の
に
対
し
、
メ
ス

は
羽
が
退
化
し
て
い
て
飛
べ
な
い

た
め
葉
の
上
に
止
ま
り
、
２
〜
３

秒
間
隔
で
発
光
し
ま
す
。
光
の
色
は
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

に
比
べ
黄
色
味
が
強
く
感
じ
ら
れ
、

地
方
に
よ
っ
て
は
”金
ボ
タ
ル
“
と

呼
ば
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

光
を
発
す
る
発
光
体
は
、
オ
ス
が

２
段
で
あ
る
の
に
対
し
、
メ
ス
は

１
段
で
小
さ
く
、
丸
っ
こ
い
体
を

し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
明
か
り
も
、

｢

チ
カ
ッ
　
チ
カ
ッ｣

と
、
線
香
花

火
の
よ
う
な
小
さ
な
ほ
の
か
な
も

の
で
す
。
杉
原
神
社
周
辺
は
、
杉

の
巨
木
が
林
立
す
る
ア
カ
ガ
シ
原

生
林
と
な
っ
て
お
り
、
平
家
伝
説

が
伝
わ
る
こ
と
も
相
俟
っ
て
、
何

と
な
く

”
神
秘
的
“
な
明
か
り
と

し
て
の
趣
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
ア
ル
プ
ス
の
東
縁
も
し
く
は
、

ド
イ
ツ
人
地
質
学
者
・
ナ
ウ
マ
ン

博
士
が
命
名
し
た｢

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ

ナ
（
大
陥
没
地
帯
）｣

の
西
縁
を
、

新
潟
県
糸
魚
川
か
ら
静
岡
に
か
け

て
ゆ
る
く
Ｓ
字
状
に
走
る｢

糸
魚
川

―
静
岡
構
造
線｣

と
呼
ば
れ
る
大
断

層
を
境
に
し
て
、
動
物
、
植
物
、

考
古
学
的
特
徴
、
文
化
、
方
言
、

生
活
様
式
（
食
生
活
な
ど
）
、
電

気
の
周
波
数
等
々
い
ろ
ん
な
面
で

ギ
ャ
ッ
プ
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
３
０

０
０
　
く
ら
い
の
高
低
差
が
あ
る

た
め
、
植
物
、
動
物
に
と
っ
て
は
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
た
め
と

思
わ
れ
ま
す
。
ホ
タ
ル
に
関
し
て
も
、

例
え
ば
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
場
合
、

東
日
本
で
は
４
秒
に
一
回
発
光
す

る
の
に
対
し
、
西
日
本
で
は
２
秒
に

一
回
と
違
い
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
ホ
タ
ル
の
光 ｢

蛍
光｣

は
”冷
光
“と

い
っ
て
、
熱
を
伴
わ
な
い
光
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。｢

ル
ミ
ネ
セ
ン

ス｣

と
呼
ば
れ
、
生
物
体
が
腐
敗
す

る
際
発
光
す
る
リ
ン
光
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　
発
光
す
る
生
物
と
言
え
ば
、
ホ

タ
ル
の
他
に
、
ウ
ミ
ボ
タ
ル
、
ホ

タ
ル
イ
カ
、
ク
ラ
ゲ
な
ど
が
い
ま

す
が
、
ホ
タ
ル
の
場
合
は
、
ル
シ

フ
ェ
リ
ン
と
い
う
発
光
物
質
に
ル

シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
（
酵
素
）
を
触
媒
と

し
て
酸
素
分
子
が
酸
化
さ
れ
て
発

光
し
ま
す
。一
方
、
ク
ラ
ゲ
の
中
で

発
光
す
る
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
に
つ
い
て

は
、２
０
０
８
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
を
受
賞
し
た
下
村 

脩
博
士

が
、｢

緑
色
タ
ン
パ
ク
質
（
Ｇ
Ｆ
Ｐ
）｣

と
呼
ば
れ
る
発
光
の
原
因
物
質
を

発
見
（
発
見
自
体
は
１
９
６
２
年
）

し
て
い
ま
す
。

　
博
物
館
友
の
会
で
は
、
毎
年
６

月
に
、
杉
原
神
社
周
辺
で｢

ヒ
メ
ボ

タ
ル
観
察
会｣

を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
、そ
の
途
中
で
見
つ
か
っ
た

杉
原
神
社
手
前
の
遊
歩
道
沿
い
の

枯
れ
た
倒
木
に
着
生
し
た
発
光
キ

ノ
コ
・
シ
イ
ノ
ト
モ
シ
ビ
タ
ケ
も
淡
い

緑
白
色
の
明
か
り
を
発
し
ま
す
。

　
動
植
物
の
発
す
る
光
（
明
か
り
）

は
、
ほ
の
か
で
、
幻
想
的
で
と
て

も
美
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

※
世
界
の
約
２
０
０
０
種
の
ホ
タ
ル

の
幼
虫
の
ほ
と
ん
ど
が
陸
生
で
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

の
よ
う
な
水
生
の
も
の
は
極
め
て

稀
（
全
部
で
５
種
類
ほ
ど
）
で
す
。

《
訂
正
》

　
前
号
の
『
ウ
グ
イ
ス
』
の
記
事
で
、

｢

鳴
く
の
は
オ
ス
だ
け
で
…｣

と
書
き

ま
し
た
が
、
正
確
に
は｢

ホ
ー
ホ
ケ

キ
ョ
と
鳴
く
の
は
オ
ス
だ
け
で
…｣

と
す
べ
き
で
し
た
。
メ
ス
も
全
く
鳴

か
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井 

敏
夫

ひ
し
ょ
う

し
ょ
く
ば
い

※

あ
い
ま

・

・

・

・

・

・

・

［幼虫］

［成虫］

博
物
館
だ
よ
り

ヒ 

メ 

ボ 

タ 

ル

つ
ち
ま
ゆ
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こ
ち
ら
は
、
越
知
町
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
で
す
。

 

「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
と
は
、

専
門
的
な
資
格
を
持
っ
た
指
導
者

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
づ
く

り
に
つ
な
が
る
食
生
活
を
支
援
す

る
と
い
う
目
的
で
地
域
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　
こ
の
度
「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

21
養
成
〜
メ
タ
ボ
予
防
教
室
〜
」

と
い
う
食
生
活
と
健
康
に
関
す
る

事
業
を
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

対
策
を
軸
に
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
食
生
活
改
善
推
進
員

と
交
流
を
深
め
、
食
生
活
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
「
食
と

健
康
」
に
興
味
の
あ
る
方
、
ま
た

勉
強
し
て
み
た
い
方
を
対
象
に
次

の
日
程
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

７
月
14
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】

越
知
町
に
在
住
す
る
一
般
成
人
の

方【
内
容
】

肥
満
予
防
と
対
策
の
講
習
会
・
肥

満
度
チ
ェ
ッ
ク
・
調
理
実
習
な
ど

【
参
加
費
】

１
０
０
円

【
申
し
込
み
期
限
】

６
月
15
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
越
知
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

　
会
事
務
局

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　町のシンボルとして町民に親しまれてきた横倉山は、地質・化石、植物、歴史・伝説の点において

全国的に有名な山です。日本最古の化石産地であることや、日本唯一とも言われるアカガシの原生林、

また土佐の国唯一の修験者の修行の場であったことや、宮内庁が管理する安徳天皇の陵墓参考地のあ

る山として知られています。植物相も豊富で、世界的な植物学者・牧野富太郎博士ゆかりのコオロギ

ランをはじめ数々の希少植物やヤイロチョウ、クマタカなどの全国的にも数少ない絶滅危惧種の野生

動物が生息しています。

　横倉山自然の森博物館では、横倉山の豊かな自然環境を保全するとともに越知町を訪れる方々にそ

の魅力を紹介するため、横倉山散策コースガイドの育成を目的とした観察会や環境整備等の体験型講

座を開催することとなりました。

　4月のエボシ岩のアケボノツツジ観察会は雨天のため残念ながら中止となりましたが、今回は、平成

17年に整備された仁淀川町谷山から横倉山への旧参拝道“三嶽古道”の再整備を行いながら古道周辺

の史跡やこの時季ならでは植物などを見学・観察します。ぜひ皆様ご参加ください。

【開催日】　　　7月5日（日）午前8時30分～午後4時

　　　　　　　集合場所：横倉山自然の森博物館駐車場（午前8時20分）

【参加定員】　　 20名（先着）

【募集締め切り】 6月26日（金）

【参加費】　　　無料

◆お申し込み先　越知町立横倉山自然の森博物館　TEL26-1060　FAX26-0620

8：30博物館出発（バス）→9：30谷山（仁淀川町）登山口到着・出発→見所（お大師の硯岩・
横倉山遥拝所跡）→12：00一本木（野老山）昼食　→12：50住吉へ出発
→13：50住吉・畝傍山眺望所→14：30横倉宮→15：00杉原神社
→15：30第3駐車場→16：00博物館到着

平成２１年度 第２回“横倉山の自然案内人”養成講座 『三嶽古道の道つくり』

行程
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☆
６
月
の
予
定
☆

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

３
日
（
水
）

誘
拐
防
止
教
室

※
地
域
安
全
協
会
の
方
の
お
話
や

映
画
が
あ
る
よ
。
（
お
土
産
も

あ
り
ま
す
！
）

９
日
（
火
）

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

【
講
師
】

片
岡
ひ
と
み
先
生

【
対
象
者
】

は
い
は
い
期
頃
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

【
持
参
す
る
も
の
】

バ
ス
タ
オ
ル
、
お
茶
、
着
替
え
、

お
む
つ
等

【
参
加
費
】

一
人
２
０
０
円

（
オ
イ
ル
代
、
当
日
集
金
し
ま
す
）

19
日
（
金
）

誕
生
会

24
日
（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
！

【
持
参
す
る
も
の
】

水
着
（
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
ズ

ボ
ン
等
）
、
タ
オ
ル
な
ど
を
持
っ

て
き
て
ね
。

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

※
他
の
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
は
除

く
）
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
一
時
保
育
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
吉
本
・
井
上

　
T
E
L
２
６
―
２
１
４
１

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、
次

の
と
お
り
電
話
相
談
の
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。
学
校
や
家
庭
、

友
達
関
係
の
悩
み
ご
と
な
ど
、
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】

６
月
28
日（
日
）〜
７
月
４
日（
土
）

【
時
間
】

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

【
開
設
場
所
】

高
知
市
小
津
町
４
―
30

（
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
）

【
取
扱
内
容
】

い
じ
め
・
体
罰
・
児
童
虐
待
等
子

ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

【
電
話
番
号
】

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。

【
そ
の
他
】

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

　
今
月
は
、
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を

作
り
ま
す
。
園
庭
開
放
の
お
友
達

も
い
っ
し
ょ
に
カ
レ
ー
を
食
べ
ま

せ
ん
か
？

　
園
庭
開
放
に
来
る
お
友
達
も
、

お
家
の
人
も
白
ご
は
ん
と
ス
プ
ー

ン
を
持
っ
て
来
て
ね
。
こ
の
日
は
、

絵
本
の
講
演
会
も
行
い
ま
す
。
絵

本
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
お
話
を

聞
き
ま
せ
ん
か
？

　
た
く
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
ま

す
。

【
日
時
】

６
月
26
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
T
E
L
２
６
―
１
１
０
７

園
庭
開
放

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

絵
本
の
講
演
会

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」
強
化
週
間
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【
主
催
】

越
知
町
教
育
委
員
会

【
主
管
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
参
加
資
格
】

（
１
）
越
知
町
在
住
の
方
（
出
身

者
も
可
）

（
２
）
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方

（
３
）
（
１
）
（
２
）
の
条
件
を

満
た
す
方
の
家
族
（
高
校
生
以
上
）

（
４
）
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
の
方

【
試
合
方
法
】

　
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
お
書
き
の
上
、
各
種
目
と
も
３

日
前
ま
で
に
、
町
民
会
館
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
申
込
用

紙
は
、
町
民
会
館
・
町
民
総
合
運

動
場
・
役
場
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

【
用
具
】

　
主
催
者
側
で
準
備
し
ま
す
が
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ィ
ッ

ク
、
ラ
ケ
ッ
ト
等
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

（
１
）
競
技
中
の
事
故
等
に
つ
い

て
は
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
の
で
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
当
日
、
都
合
に
よ
り
棄
権

さ
れ
る
チ
ー
ム
の
代
表
者
の
方
は
、

事
務
局
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
３
）
学
生
が
参
加
さ
れ
る
場
合

は
、
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
T
E
L
２
６
―
３
４
０
０

　
６
月
の
母
子
保
健
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
。
乳
幼
児
の
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
親
子
の
方

を
対
象
に
行
い
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】

６
月
23
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
検
診
室

【
内
容
】

・
育
児
相
談

 

（
身
長
・
体
重
測
定
な
ど
）

・
七
夕
か
ざ
り

【
講
師
】

在
宅
保
育
士
　
岡
本
加
代
子

【
持
参
す
る
も
の
】

※
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健

康
手
帳

※
３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を

設
け
て
お
り
ま
す
が
、
お
茶
、

お
や
つ
は
各
自
が
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
参
加
さ
れ
た
い
方
は
、
材
料

等
の
準
備
の
た
め
５
月
22
日（
金
）

ま
で
に
次
の
連
絡
先
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

　
T
E
L
２
６
―
３
２
１
１

今
月
の
母
子
保
健
事
業

第
３８
回
越
知
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭 

参
加
チ
ー
ム
募
集
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鎌
井
田
日
ノ
浦
地
区

「
日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
街
道
」

　
み
ん
な
で
こ
つ
こ
つ
と
植
え
て

育
て
て
き
た
あ
じ
さ
い
も
、
今
で

は
２
万
株
ほ
ど
に
な
り
、
延
長
も

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
色
鮮
や
か
な
あ
じ
さ

い
の
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
「
日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

 

日
ノ
浦
集
会
所
で
は
催
し
も
準

備
し
て
、
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

６
月
13
日
（
土
）
・

14
日
（
日
）

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

【
催
し
内
容
】

○
餅
つ
き
の
実
演
販
売

 

（
両
日
と
も
）

　
”
だ
い
が
ら
“
を

　
使
っ
て
餅
つ
き
体
験

　
１
回
目
　
午
前
11
時

　
２
回
目
　
午
後
２
時

※
”
だ
い
が
ら
“
と
は
…

　
て
こ
の
原
理
で
足
で
踏
み
な
が

ら
餅
を
つ
く
道
具

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
公
演

 

（
谷
ノ
内
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
）

　
14
日

　
１
回
目
　
午
後
０
時
30
分

　
２
回
目
　
午
後
１
時
30
分

○
地
場
産
品
（
野
菜
、
手
揉
み
茶
、

ち
ら
し
寿
し
、赤
飯
等
）の
販
売

【
共
催
行
事
】

●
あ
じ
さ
い
ツ
ア
ー

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
14
日
）

●
あ
じ
さ
い
俳
句
会

（
期
間
中
、
集
会
所
に
投
稿
箱
を

　
設
置
し
ま
す
） 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
「
な
ご
み
の
山
里
」
日
ノ
浦
一
同

　
T
E
L
０
９
０
―
８
９
７
０
―
６
８
５
２

日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

歩
こ
う
会

宮
の
前
公
園
コ
ー
ス

「
い
き
い
き
長
生
き
学
園
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

【
日
時
】

６
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
20
分

越
知
駅
前
集
合

午
後
４
時

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
宮
の
前
公
園
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
炊
き
出
し
を
実
施
す
る

・
お
茶
碗
等
持
参
す
る
こ
と

・
雨
天
の
場
合
は
中
止
す
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り
と
す
る

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野

　
T
E
L
２
６
―
０
４
５
８

　
町
民
会
館
で
は
、
高
齢
者
教
室

「
い
き
い
き
長
生
き
学
園
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
の

学
園
行
事
予
定
は
次
の
と
お
り
で

す
。

第
１
回
　
７
月
13
日（
月
）

　
午
前
　
入
園
式
・
講
演
会

　
講
師
　
漫
談
家
　
間
　
六
口
氏

第
２
回
　
９
月
開
催
予
定

　
午
前
　
講
演
会
（
講
師
未
定
）

　
午
後
　
ク
ラ
ブ
活
動
　

第
３
回
　
10
月
２
日
（
金
）

　
県
外
研
修
「
四
国
健
康
村
」

第
４
回
　
12
月
上
旬

午
前
　
講
演
会
「
高
齢
者
の
た

め
の
交
通
安
全
・
悪
質
商
法
に

ご
用
心
！
」
予
定

　
午
後
　
ク
ラ
ブ
活
動

第
５
回
　
３
月
　
卒
園
式

午
前
　
講
演
会
「
気
分
は
常
夏
！

フ
ラ
ダ
ン
ス
」

　
午
後
　
ク
ラ
ブ
活
動

※
ク
ラ
ブ
活
動
は
3
B
体
操
・
カ

ラ
オ
ケ
・
ペ
タ
ン
ク
・
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
・
手
芸
・
囲
碁
・
将
棋
・

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
で
す

　
入
園
費
は
無
料
で
す
が
、
県
外

研
修
の
み
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
会
館

　
担
当
　
前
田
・
宮
崎

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

は
ざ
ま      

む  

く
ち
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お
く
や
み

町
民
の
動
き

夫
の
ク
ツ
処
分
と
思
い
出
し
て
み
つ
歩

み
し
あ
と
の
思
い
つ
ま
る
靴

玉
井
喜
代
子

有
難
う
言
ふ
は
む
づ
か
し
口
癖
の
母
の

ご
と
く
に
あ
り
た
し
吾
も

廣
見
　
正
子

う
ね
り
ゆ
く
水
の
き
ら
め
く
四
万
十
を

車
に
心
放
た
れ
て
ゆ
く

種
田
恵
美
子

山
仕
事
に
登
り
き
て
皆
と
休
む
石
繁
り

て
見
え
ず
須
崎
の
海
は

井
上
　
美
智

誰
を
か
を
か
ら
か
っ
て
み
む
わ
が
暮
ら

し
昨
日
も
今
日
も
何
も
変
ら
ず宮

橋
　
敏
機

ひ
と
つ
ま
み
八
十
八
夜
の
茶
を
も
み
て

達
者
で
暮
ら
せ
と
送
り
来
し
母坂

折
　
遊
児

人
気
あ
る
ワ
ッ
フ
ル
の
店
の
行
列
に
並

び
て
お
か
し
気
短
の
吾

益
　
　
法
子

桂
歌
丸
小
豆
漉
し
た
る
を
好
き
と
言
ふ

わ
れ
は
酒
保
に
て
粒
あ
ん
作
り
き

井
上
善
三
郎

な
ほ
逸
る
こ
こ
ろ
は
残
れ
朝
の
日
に
新

葉
翻
す
赤
き
か
へ
る
で

楠
瀬
兵
五
郎

　
自
分
の
心
を
詠
う
短
歌
。五
七
五
七
七
の
音

数
以
外
に
は
何
の
決
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
誰

に
で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ど
う
ぞ
役
場
前
の「
本
の
森
図
書
館
」へ
遊
び
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

越
知
短
歌
会
世
話
役
・
宮
橋

※
住
民
課
に
死
亡
届
の
あ
っ
た

　
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

４
月
届
け
出
分

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

第
六
十
七
回

越
知
短
歌
会

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

2

9

16

28

6,769

3,153

3,616

3,058

（△19）

（△  7）

（△12）

（△  3）

6
月

7
月

（
5
月
1
日
現
在
）
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